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ビクトリアアカデミーオブバレエ留学生

長谷川 真希様
Maki Hasegawa

私は2019年10月にビクトリア

アカデミーオブバレエ(VAB)のケ

リーターナー先生が日本で行われた

ワークショップとオーディションを受

けてお声がけをいただきました。そ

の翌年の1月アドミッション留学セ

ンター主催のオーディションツアー

に参加した際、VABの生徒みんな

がそれぞれの目標に向かって、互い

に刺激し合いながらレッスンしてい

る様子を見てこの学校ならうまく

やっていけると思ってVABに留学す

ることを決めました。

今はバレエ学校と現地の高校に

通っています。子供の頃からいつか

海外でバレエを学んでみたいとずっ

と思っていました。当時私はコンクー

ルに出て、たくさんの受賞歴がない

とバレエ留学の機会を得ることはな

いと思っていました。私はコンクー

ルでの受賞歴がほとんどなく、怪我

をして踊れない時期もあったので留

学の話は遠ざかっていました。怪我

が治り進路を考えているときに母の

勧めでVABのオーディションに参加

することにしました。ケリー先生の

教え方がとてもあっていて、体に無

理のない踊り方や具体的にこういう

風に動かしたら怪我をしにくい体に

なるなど、怪我の経験がある私はす

ごく気にりました。そして先生に入

学許可をいただくことができました。

コロナ禍のせいで出発までの長

い期間オンラインレッスンが続きま

したが、先生たちはオンラインだか

らと言って妥協することなくゲスト

ティーチャーのレッスンを設けてく

れたり、バレエだけでなくメンタル

を保てる工夫をしてくれたりしまし

た。VABは大きいバレエ学校では

ない分、先生たちの目が生徒一人

一人に行き届いているので安心で

す。先生が毎回レッスン前に体の調

子を聞いてくれて、みんなのその日

の調子によって「今日のレッスンは

表現力を重視しよう！」というように

テーマを決めてくれます。毎回の

テーマにそって、たくさんのことを

吸収しようという気持ちになれます。

現地の高校は日本と全然違ってみ

んな勉強しに来るというよりは、自

分の学びたいことをしに来ている感

じがしてとてもリラックスしていま

す。校則が厳しくない分みんなそれ

ぞれの勉強が集中できる環境が整

い、勉強することにあまりストレスを

感じません。しかし一番苦労してい

るのが、先生から課題を待つのでは

なく自分から計画してやっていかな

いといけないのが大変です。でも先

生はどんなことでも相談に乗ってく

れるし、相談を重ねることによって英

語も上達するのでとてもいいと思い

ます。

留学前に私が一番不安だったの

はホームステイです。過ごす時間が

一番長いのでなじめないと気持ちが

疲れて大変だろうなと思っていまし

た。私のホストはメキシコ人家庭で

温かく迎え入れてくれて、私のぐちゃ

ぐちゃな英語でもしっかりと聞いて

くれます。メキシコ料理も楽しめま

す。毎日バレエ以外に経験できるこ

とが沢山あるのでとても充実してい

ます。

カナダに来てから自分の殻を少し

割ることができた気がします。カナ

ダの人々は他人を気遣い、また自分

の意見をすごく大切にするので自分

も間違っていてもいいから何か発言

していかなくちゃという気持ちになっ

て、自分の意見を言えるようになっ

てきました。主張の強い人たちにの

まれないように自分をしっかりと表

現できるようにこれからも頑張って

いきたいと思います。


